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1 95－   
た。図2は椎々のSil吸着嗣こおけるSTM條である。結果のまとめを以下に示す：  
、＼ Si／Ge（001）  
＼  
Ge／Si（001）  
t‾く視的形態   島状成長   層状成長   
微視的形態   ダイマー化－   タイマー化   
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【4】磁気共鳴による物性研究（大久保宜昭）  




ている。これは図ト2のようにエコーの減衰が二つの T2によって支配されていることからも裏付け  
られが、その成分比は観測する周波数に依存する。図1－3 に示したようにintercalation によって  
Tlはかなり短くなり単一指数関数的緩和からの外れも顕著になる。図1－4において GIC のスペクト  
（?????）?〓?﹈〓?〓???
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52．3  52．1  52．2   
FREQUENCY（MHz）  
図ト4   図1－3  
100  
Compound 71（s）7B（ms）T；（FLS）  
（Component）  
GIC（Ⅰ）   8．3 1・83  6 
GIC（ⅠⅠ）   0．5 0．24   31  
Al王ir3  16   1．7  3．5  表ト1  
ルは、図1－2の周波数依存性を利用すると二つの成分T，ⅠⅠに分けることができる。AIBr⊃は二重体  








二つの成分からなることをNMRで初めて示した報告である（論文4）   
（2）ゼオライト NaYの中のNaクラスター の 仰tR   
ゼオライトにドープされたアルカリ金属はNa．ユ●クラスターとなってβケージと呼ばれる空洞に  
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とんどないにも拘らずTl‾1の値は金属Naの値（図中の点線）の1／3 にも達する。これは伝導帯  
がp軌道からなることを暗示している。120K より高温では温度依存性は強くなる。局所場の揺動  
に対して Arrhenius型の温度依存性を仮定すると、680K という活性化エネルギーが得られるが、  
NaYの Naに対して報告されている数千度という値よりかなり低く、βケージ内での Na。いクラスタ  
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図2－5  
一102－   
（3）Na．WO，における－〇Na－NMR   
Na．WO，の 2〇Na－NMR でいくつかの異常が見られた  
が、特に多重エコー（図3－1）について詳しく調べ  
た。大きな電場勾配があるときや磁性体において多  
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